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XYプロッターによる相関図･線形回帰直線作図法

1 まえかき

近年､コンピュータ技術の急速な進歩に件って､情報処理の分野では図

形処理研究が数多くなされてきた｡その中にあって図形機能を持つXYプ

ロッターの果す役割は非常に大きい｡本稿の目的は ①我々が日常取り扱う

二つの異った事象､例えば世帯数と家庭のゴミの排出量､人件費と利益､

年降雨量とサ トウキビの単収などの関係をみるのによく利用される相関図

(ScatterDlagram)と線形回帰直線 (RegressionLine)をXYプロッター

に自動的に図化させること､(勤またこの作図法が誰にでも応用できる

Research toolとして利用できること､(卦さらに独自のプロッターサブ

ルーチンのパッケージ (PSP)の一環として整理され､将来学生のコンビ

ュタ実習に寄与すること等である｡

相関図を措 く場合の問題点は､(丑相関図のスケーリングはいくらにすべ

きか､(参相関図上にプロットする文字 ･記号 (以下シンボルという)は何

にすべきか､③ シノポ ルの大きさはいくらにすべきか､などである｡本稿

で説明されるプログラムはユーザー(利用者)がX･Y軸の長さと二つの事象

の何組かのデータおよびプロットされるシンボル ･タイプ (表 1のシンボ

ル表参照)を与えると､XYプロッターに相関図および線形回帰直線を図

化させ､さらに相関係数と線形回帰直線式を図下に表示させることにある｡

以下利用するサブルーチン･プログラムの概要とその使用例を示す｡な

お計算および図化 は琉球大学法文学部地理学教室に設置されている

PANAFACOM U-100とそれに連結 したXYプロッター(6201D)杏

利用 した｡

2 基本サブルーチン

2-1 SCATT(ScatterDiagram)ルーチン

1)機 能

このサブルーチンSCATTはN組の座標データ(Ⅹ(1)､Y(1))､(Ⅹ(2)､Y12))､

-､(Ⅹ(N)､Y(N))をそれぞれ任意のXおよびY軸の長さに収まるよう

-42-



スケーリングし､これらをプロットする役割をもつ｡

座標データを軸の長さに収まるようにスケーリングするにはPSP基本

サブルーチンSCALE(DataScaling)([付録]の 〔4〕参照)を利用 し､

呼び出し形式は

CALL SCALE (X､YOKO､N､ 1)

CALL SCALE (Y､TATE､N､ 1)

とする｡ここで用いられるパラメータXとYは座標データXおよびYが格

納されている各々の一次元配列を示 し､パ ラメータYOKOおよび TATE

はそれぞれX､Y軸の長さを､Nは 1次元配列に格納されている座標デー

タ数を､1は各々のデータが連続 して格納されていることを示す｡上記の

CALLによりX軸上の初期値 はX(N+1)に､X軸上の単位長当りの増

分はX(N+2)に､Y軸上の初期値はY(N+1)に､Y軸上の単位長

当りの増分はY(N+2)にそれぞれ自動的に格納される｡また任意の座

標データ (X(I)､Y(Ⅰ))は､相関図上に座標 (ⅩⅠ､YI)として位置付け

されるが､座標 (ⅩⅠ､YI)はX(N+1)､X(N+2)､Y(N十1)およ

びY(N+2)により次のように算出される｡

XI-(Ⅹ(Ⅰ)-X(N+1))/X(N+2)

YI-(Y(Ⅰ)-Y(N+1))/Ⅹ(N+2)

座標 (ⅩⅠ､YI)には任意のシンボル ･タイプ ITYPE(表 1のシンボ

ル表より任意抽出)がプロットされるが､この場合センター･シンボル (コー

ド番号0-13)と標準および特殊記号 (コード番号の17､21､25､46､47

を除いた14-127)においてはそれぞれ文字の原点とペンの位置に相違が

あるので次の処理を行う｡前者は文字の原点が中央に位置するので PSP

基本サブルーチンSYMBOL ([付録]の 〔3〕を参照)を (ⅩⅠ､YH に

おいて使用 し･また後者は文字の原点が左下に位置するので原点を‡×シ

ンボルの高さ (HEIGH)分だけサブスクリプ ト制御および後退制御を行

なった後にSYMBOLを使用する｡

シンボルの右に書かれる座標番号 (何粗目のデータであるかを示す)は
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XYプロッターによる相関図 ･繰形回帰直線作凶法

【HflRR〔TERS RVRlLq9Lt TN S†rlBOL ROUIIN亡 ffR⊂OrlPSrl

□

○
△

∧リ

ー
'一

0

-
'-

t

l

t一
'
■一
tD

'-

●

'

･1

-

-

-

Jq

十
×
◇

4
･

D(
Z

Y

V
(

米
Ⅹ

-

☆

ヽ
ノ

′
＼

'●

t
一

1
l

t一

_

V
t

B

一〇

l7

n
U■ヽt49pqO｢;'一〇

丁ノー
一'

., ÷,, ∩ .. J" /

〇一ヽ
l

1
◆tJ

<e
< 暮ノnヽfOB6■V

Lt一
〇｢LT一

>
-■一

m
dt一二'

Z｡ 一一 】6･0 5)

ZlCR J7 053

○

'

t
一

t一

b

+
I

'一

t一

'
一

'■
～V - 10

一一

～

tJ

'

'

'

山

一

∫

Iヽ
一

6

'･

2

'_

'一

◆

l)

一〇

'-

一

'

■一

■一

tJ

t一

J)

■一

->

x

3

/(
∝

.ら

△
亡

コ

＼

T

∫
i

I

一

'

一D

■

,｡･ち
1tl
2

'
"丁 … 3

D .､M .｡｡∪… q

E., N,..V..15
,｡ F.6 0 .｡ZLJ I..6

ll C., Plo,X,.,7
7～ H.. 0 .0. Y .～08
,, I ., R H⊃～Z,～.9

7.¢ 90

亡｢一11日
91

ー

●

¥十

JO6 0〇 122 .

107p J23 tt

I. ⊃ … 亡 .0 - 76 < ,～ × ▲O.I/. .～.厨
～,> V､ 刀 6. × ,, 〔 " ) .0, ,1了
】｡ - .65UPS～ I 7.+ ,.;.,O > .26=

, _ " % ､TSu8 6, i ,, I ,ら … ? .～-"

表 1 シンボル表 (文字 コー ド表)
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必要に応 じて取り入れるが､この時使用されるのはPSP基本サブルーチン

NUMBER([付録]の 〔5〕参照)である｡

なお線形回帰直線 (RegressionLine)を描 くのに必要とされるⅩ軸上の

最大値XMAX(Maxlmum ValueontheX-axis)とY軸上の最大値YMAX

(Maximum valueontheY-axis)はSCALEを利用 して次のように算

出される｡

CALL SCALE(X､YOKO､N､-1)

CALL SCALE(Y､TATE､N､-1)

XMAX-X(N+1)

YMAX-Y(N+1)

サブルーチンSCATTの呼び出し形式､流れ図およびプログラムは次の

とおりである｡

2)呼び出し形式

CALL SCATT (N､X､Y､TATE､YOKO､

3)パラメータの説明

(1) N:座標データ数 (但 し便宜上N<100としてある)0

(2) X､Y:座標データXおよびYの一次元配列 (単位 :センチ)0

(3)TATE:Y軸方向の長さ (単位 :センチ)0

(4) YOKO:X軸方向の長さ (単位 :センチ)0

(引 ITYPE:シンボル ･タイプ｡

-0-13(センター･シンボル)0

-17､21､25､46､47を除いた14- 127(標準および特殊記号)0

(6) HEIGH:シンボルの大きさ (高さ) (単位 :センチ)0

(7) Ⅰ:座標番号の必要性を示す｡

-1(座標番号を表示する)0

-1以外の整数 (座標番号を表示しない)0
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XYプロッタ一による相関図 ･線形回帰直線作図法

4)流 れ 図

SCATT

(N､X､Y､TATE､YOKOJTYPE､

HEIGH､i)

X軸上の最大値 (XMAX)とY軸上の最大値

(YMAX)を得る

CALL SCALE(X､YOKO､N､-1)
CALL SCALE(Y､TATE､N､-1)
XMAX-X(N+1)

Ⅹ軸上､Y軸上にスケーリングを行う

CALL SCALE(X､YOKO､N､-1)
CALL SCALE(Y､TATE､N､-1)
CALL AXⅠS(0.0,0.0,1HX､-1,YOKO､0.0,X(N+1)､

Ⅹ(N+2))

CALL AXⅠS(0.0,0.0,1HY､1,TATE､90.0,Y(N+1)､

X(Ⅰ)､Y(i)より座標データ(XLYⅠ)
を算出する

ⅩⅠ-(X(Ⅰ)-X(N+1))/X(N+2)
YⅠ-(Y(i)-Y(N+1))/Y(N+2)



標準および特殊
記号の場合

HH-HEIGH/2.0

- 4 7 -



XYプロッターによる相関図･線形回帰直線作図法

5)プログラム

SUさROUTINE SCATT(N'X'Y'TATE.YOKO.lTYPE.HEIGH.1日
LHMENSION X(loo)'Y(100)

C
C-一一一一一一一 PLOT OOTS GIN THE SCATTER DIAGRAM----------
C

CALL SCALE(X｡YOK8●N.-1)

CALL SCALE(Y.TATビ.～.-1)

XMAX-X(～+1)
YMAX.Y(N◆1)
CALL SCALE(X｡YOK8'N.i)
CALL SCALE(Y.TATE.N.1)
CALL AXIS(0.0.0.0'lHX'll.YOKO.0.0.X(N+I).X(N+2日
CALL AXISく0.0●0.0'lHY'1.TATE.90.0●Y(N◆l)●Y(N◆2日
DO ll I暮上.N
Al-1
Xl-(X日 )-A(N+1日/X(～+2)
YII(Yくり-Y(N◆1日 /YくN◆2)
lF(lTYPE.LE.13)GO T0 61

C------ 1N THE CASE OF TOKuSHu KZG0-----ll---
HH-HEIGH/2.0
CALL SYMtiOL(Xl●Yl'HH●47.0.0.0)
CALL SYMt10L(999.O'999.0.HH,21.0.0'0)
CALL SYMbOL(999.0.999.0'HEIGH'lTYPE.0.0.-I)
GO T(】17

C------ IN THE CASE CIF CENTER SYMaOL -----I---
6lCALL SYMdOL(Xl●Yl.HEIGH,lTYPE.0.0.-1)
17 1FH l｡〔0.1)CALL NUM8ER(999.0.999.0,HEIGH.Al,0.0●-1)

llCONTINUE
C

CALL REGRES(N.X.Y｡XMAX●YMAX)
RETURN
EMU

2-2 REGRES(RegressionLine)ルーチン

1)機 能

このサブル-チンREGRESは線形回帰直線Y-A*X+B(9-01+b)

の係数A､Bおよび相関係数Rを求めた後､相関図上に線形回帰直線を描

き､さらに相関係数と線形回帰直線式においては図下に表示する役割をも

つ｡係数A､BおよびRはN組のデータX(日､X(2)､ ･､X(N)とY(1)､

Y(2)､ -､YDJは り次のように計算される｡

A-

N N N
N･∑Ⅹ(Ⅰ)Y(Ⅰ)-∑X(Ⅰ)･∑Y(Ⅰ)

Ⅰ-1 Ⅰ-1 Ⅰ-1
N 2

N･∑Ⅹ(Ⅰ)
Ⅰ-1

N
(∑Ⅹ(Ⅰ))

Ⅰ-1
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N 2 N N N
∑X(Ⅰ)･∑Y(Ⅰ)-∑Ⅹ(Ⅰい ∑Ⅹ(Ⅰ)Y(I)
Ⅰ-1 Ⅰ-1 Ⅰ-1 Ⅰ=1

N 2 N 2

N･EX(I)-(IX(I))

Ⅰ-1 Ⅰ-1

N N N
N･∑Ⅹ(Ⅰ)Y(I)-∑Ⅹ(I)･∑Y(Ⅰ)

Ⅰ-1 Ⅰ-1 Ⅰ-1

N･∑X川 -(∑Ⅹ(Ⅰ))･
Ⅰ-1 Ⅰ-1

(.ヽ
1
ノⅠⅥ

1

N
∑

JL
′
＼2...1.′Ⅰ

相関図上に線形回帰直線を措かせるには次のような範囲の規定が要求さ

れる｡

相関図上におけるX(Ⅰ)の値はⅩ(N+1)からXMAXの範囲内 (つまり､

Ⅹ(N+1)≦X(‖≦XMAX)にあり､また Y(Ⅰ)の値 は Y(N+1)から

YMAXの範囲内 (つまりY(N+1)≦ Y(Ⅰ)≦YMAX)にあるので相関

図を枠組する四点は (Ⅹ(N+1)､Y(N+1))､(Ⅹ(N+1)､YMAX)､

(XMAX､YMAX)と (XMAX,Y(N+1))となる｡なお便宜上 (X(N

+1)､Y(N+1))と (Ⅹ(N+1)､YMAX)を結ぶ線分を左辺､(Ⅹ(N

+1)､YMAX)と (XMAX､YMAX)を上辺､ (XMAX､YMAX)と

(XMAX､Y(N+1))を右辺､(X(N+1)､Y(N+1))と(XMAX､

Y(N+1))を下辺と定義する｡

さらに左辺上にYの座標軸を下辺上にXの座標軸を位置付けるものとす

ると線形回帰直線の始点 (XXl､YYl)および終点 (Ⅹx2､YY2)は次

のように相関図上に位置付けられる｡

ア XX1-Ⅹ(N+1)における線形回帰直線上のY値 (YY1-A*X(N

+1)+B)がY軸目盛の最大値 (YMAX)より大きい場合においては

く図 1参照)

① 回帰直線の始点の座標を上辺と回帰直線の交点((YMAX-B)/

A､YMAX)とする｡
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xYプロッターによる相関図･線形回帰直線作図法

■＼ 仮始点 (XXl､YY日
へ＼＼t rXXl=X(N+1)

.賃 告 A-1X(N+1)+a

終点 (XX2,YY2)

(xYxY22==三TxAMXAX.a

XMAX､Y(N+1))

＼l

仮終点 (XXZ､YY2)

XX2-XMAX

YY2-A+XMAX+a

図 I YYl-(A*Ⅹ(N+1)+a)>YMAXの場合

② 回帰直線の終点の座標は

(1)XX2-XMAXにおける線形回帰直線上のY値 (YY2-A*

XMAX+B)がY軸目盛の最小値Y(N+1)より大きい場合は右

辺と回帰直線の交点 (XMAX､A*XMAX+B)とする｡
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(2) XX2-XMAXにおける線形回帰直線上 のY値 (YY2-A*

XMAX+B)が Y(N+1)より小さい場合は下辺と回帰直線の交

点 ((Y(N+1)-B)/A､Y(N+1))とする｡

イ XX1-X(N+1)における線形回帰直線上のY値 (YYl-A*X(N

+1)+B)がY軸目盛の範囲内に収まる場合においては (図 2参照)

G) 回帰直線の始点の座標を左辺と回帰直線の交点 (Ⅹ(N+1)､A*

X(N+1)+B)とする｡

② 回帰直線の終点の座標は

(1)XX2-XMAXにおける線形回帰直線上のY値 (YY2-A*

xMAX+B)がY軸目盛の最大値 YMAXより大きい場合は上辺

と回帰直線の交点 ((YMAX-B)/A､YMAX)とする｡

(2)XX2-XMAXにおける線形回帰直線上のY値 (YY2-A*

xMAX+B)がY軸 目盛の範囲内に収まる場合は右辺と回帰直

線の交点 (XMAX､A*XMAX+B)とする｡

(3)XX2-XMAXにおける線形回帰直線上のY値 (YY2-A*

XMAX+B)がY軸目盛の最小値Y(N+1)より小さい場合は

下辺と回帰直線の交点 ((Y(N+1)-B)/A､Y(N+1))と

する｡

ウ XX1-X(N+1)における線形回帰直線上のY値 (YYl-A*Ⅹ(N

+1)+B)がY軸目盛の最小値 (Y(N+1))より小さい場合におい

ては (図3参照)

(彰 回帰直線の始点の座標を下辺と回帰直線の交点 ((Y(N+1)-B)/

A､Y(N+1))とする｡

(勤 回帰直線の終点の座標は

(1)XX2-XMAXにおける線形回帰直線上のY値 (YY2-A*

XMAX+B)がY軸目盛の最大値 (YMAX)より大 きい場合は

上辺と回帰直線の交点 ((YMAX-B)/A､YMAX)とする｡
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XYプロッターによる相関図･線形回帰直線作図瑳

図2 Y(N十1)∠YYl(-A*Ⅹ(N+1)+Jl)∠YMAXの場合

(2)XX2-XMAXにおける線形回帰直線上 のY値 (YY2-A*

XMAX+B)がY軸目盛の範囲内に収 まる場合は右辺と回帰直

線の交点 (XMAX､A*XMAX+B)となる｡
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仮終点 (Xx2､YY2)
XX2-XMAX

YY2-A●XMAX+ら

右
辺

終 点(Xx2､YY2)

XX2-XMAX
YY2-A■XMAX+B

XX2-(YMAX-B)/ A

YY2-YMAX

(X(N+1) ノヽ

/

+NY (XMAX.Y(N+I))

ゝ 亮 'よ !xx..Y,.鼎 ≡(yy…:::三一B,/A

r'/仮始点(XXl
XXl-X(N+1)

YYl-A◆X(N+1)+B

図 3 YYl(-A*Ⅹ(N+1)+J3)<Y(N+1)の場合

上記のようにして得られた始点 (XXl､YYl)および終点 (XX2､YY2)

はさらにⅩ軸､Y軸のスケーリングの長さに収まるように計算され新たな

始点 (Xl､Yl)と終点 (x2､Y2)となる｡つまり

xl-(XX1-Ⅹ(N+1))/X(N+2)

Yl-(YYl-Y(N+1))/Y(N+2)

X2-(xx2-X(N+1))/X(N+2)

Y2-(YY2-Y(N+1))/Y(N+2)
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xYプロッターによる相関図･線形回帰直線作図法

であり､線形回帰直線は始点 (Xl､Yl)と終点 (x2､Y2)を実線で結

ぶ事により相関図上に表現される｡

サブルーチンREGRESの呼び出し形式､流れ図およびプログラムは下記

のとおりである｡

2)呼び出し形式

CALL REGRES(N､X､Y､XMAX､YMAX)

3)パラメータの説明

(1)N :座標データ数 (但 し便宜上N<100としてある)0

(2) X､Y:座標データⅩおよびYの一次元配列 (単位 :センチ)｡

(3)XMAX:X軸目盛の最大値 (単位 :センチ)0

(4) YMAX.:Y軸目盛の最大値 (単位 :センチ)0
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4)流 れ 図

REGRES

(N､X､Y､XMAX､YMAX)
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XYプロッターによる相関図 ･繰形回帰直線作図法

終点の座標 (Xx2､YY2)を得る

XX2-(Y(N+1)-B)/A
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相関図上の始点 (Ⅹ1､Yl)､

終点 (x2､Y2)を求める

X1-(XX1-Ⅹ(N+1))/X(N+2)

Y1-(YY1-Y(N+1))/Y(N+2)

Ⅹ2-(XX2-Ⅹ(N+1))/Ⅹ(N+2)

始点と終点を結ぶ

CALL PLOT(Xl､Yl､3)

CALL PLOT(x2､Y2､2)

( RETUk-N1

5)プログラム

SUt)ROuTINEREGRES(N.X.Y.XMAX'YMAX)
ulMENSl(】NX(100),Y(100)
UATASl,S2.53●S4.55/5★0.0/C

C-I-ll- COMPUTE THE VALuE S OF A'B' AND R OF THE REGRESS 10N L JNE一一1--
C一一1--- A ; THE AVERAGE C HANGE I N Y WITH A G IV E N CHANGE IN X 一一一----
C----一一 日 :THE PO INT OF ORIG IN OF THE REGRESSI CIN L INE一一 一 一 一一 一一一一一一
C一一一一一一 R ; THE COEFFICIENT (】F CORRELAT10N -一一一 一一一一 一 一C

UO991-I.N
Sl-Sl◆X(l)
52-S2◆Y(1)
S3-S3+X(I)暮Y(I)
S4-S4+XH)I+2
S5■S5◆Y(i)暮★2

99CONTINUE
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AN-N
R-IAN*S3-S1*S2l/ISQRTIAN*S4-S1**2l*SQRTIAN*SS-S2**2ll
A-IAN*S3-S1*S2l/IAN*S4-S1**2l
8-IS4*S2-S1*S3l/IAN*S4-S1**2l

C
C----- DRAW REGRESSION LINE -------
C

YYl-,,*XI N+l>+8
yy2-,,*XIlAX+8
IFIYY1.GT.YMAXlGO TO 101
IFIYY1.GE.YIN+lllGO TO 103
GO TO 105

C
C---- YMAX < YYl ----------
C

101 XX1-IYMAX-8l/A
YY l-YMAX

1021 IFIYY2.GE.YIN+lllGO TO 1011
XX2- I YI N+ 1 l -8 l / A
yy2-YIN+l>
GO TO 999

1011 XX2-XMAX
GO TO 999

C
C----- YIN+ll <- YYl <- YMAX------
C

103 XX1-XI N+l)
IFIYY2.GT.YMAXlGO TO 1031
lFIYY2.GE.YIN+lllGO TO 1032
XX2-IYIN+l>-8l/A
YY2-Y( N+ 1l
GO TO 999

1031 XX2-IYMAX-8l/A
yy2-YMAX
GO TO 999

1032 XX2-XMAX
GO TO 999

C
C----- YYl < YIN+ll------
C

105 XX1-IYIN+ll-8l/A
YYl-YIN+l>
IFIYY2.GT.YMAXlGO TO 1031
GO TO 1032

C
999 CONT1NUE

XX1-IXX1-XIN+lll/XIN+2l
YY1-IYY1-YIN+lll/YIN+2l
XX2-IXX2-XIN+lll/XIN+2l
yY2-IYY2-YIN+lll/YIN+2l
CALL PLOTIXX1.YY1.3l
CALL PLOTIXX2.YY2.2l

C
C----- WRITE THE VALUES OF A. B. AND R --------
C

CALL SYM80LI2.0.-2.0.0.28.22HCOEF OF CORRELATiON - .0.0.22l
CALL NUMBERI999.0.999.0.0.28.R.0.0.Sl
CALL SYM80LI2.0.-3.0.0.2B.2Hy-.0.0.2l
CALL NUMBERI999.0.999.0.0.28.A.0.0.Sl

C
B8-ABSIBl
IF18110ol1ol1
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10 CALL SYMβOL(999.0.999.0.0.28.llH X - .0.0.ll)
GO TO 12

11CALLSYM80し(999.0.999.0｡0.28'llH X ◆ ●0.0.ll)
12CALLNUMBERt999.0■999.0●0.28'BB'0'0●6)

R【TuRN
ENO

3 使 用 例

〔例 1〕 次に示される例は座標データ数10(N-10)､X､Y軸の長さを

それぞれ15cm(TATE-15.0､YOK0-15.0)､シンボル･タイプを*(ITYPE

=11)､シンボルの大きさ0.07cm(HEIGH-0,14)､座標番号表示 (II-

1)とした場合における相関図､線形回帰直線､相関係数､直線式である0

なお項目XとYの関係は次のとおり任意のデータを使用した. (ここでの

作図結果の縮小率は65%である｡)

表 2 X と Y の 関 係

グルー項番号1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

X 80.0 85.0160.0360.0320.0400.0440.0470.0180.0300.0

Y 240.0170.0220.0150.0100.0120.0 60.0 20.0160.0120.0

以下主プログラムと作図結果を示す｡

主プログラム

OIMENSION la(128).X(1001.Y(100)
CALL PLOTSく18,128)
READ(3●9)N'TATE.Y8KO.lTYPE.NEIGH.Il

9 FORMATH 4●2F4.0●13.F4.0日 l)
REAOt3.10日XtIh I-1■N).(Y(日 .1111.～)

10 FORMAT(F6.0)

CALL SCATT(N'XIY'TATE'YOKChITYPE.JIEIGH.ll)
CALL PLdT(0.0●0.0●999)
STOP
END
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XYプロッタ一による相関図･線形回帰直線作図法
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cb.D〇 80.D〇 160.C〇 (1Ll〇.OC 3Ll【I.DO uO【〕.OC LiS0.00 560.00

×

C〔〕EFOFC口RRELRTION= -0.87751

Y=-0.ulO17 × + 250.6し12578

【例 1〕 の 作 図 結 果
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〔例 2〕座標データ数 63(N-63)､XとY軸の長さを 15.Oc7n(TATE

-15,0､YOK0 -15.0)､シンボル ･タイプを.(ITYPE-ll)､シンボル

の大きさを0∬7(HEIGH-0.07)とした場合の相関図､線形回帰直線､相

関係数および直線式である｡この例においてはデータ番号 (座標番号)は

省略することにするのでサブル-チンSCATTのパラメータⅠⅠ-2とする｡

項目XとYの関係は次のとおりであるが､主プログラムは 〔例 日 のそれ

と同様である｡ (ここでの作図結果の縮小率は65%である｡)

蓑 3 Ⅹ と Y の 関 係

グル-プ番 号 Ⅹ Y グループ番 号 X Y グループ番 号 X Y

1 186 808 22 553 336 43 325 841

2 469 894 23 1034 1440 44 69 207

3 1097 2579 24 703 1171 45 610 972

4 153 631 25 220 547 46 481 993

5 2462 2197 26 378 787 47 865 806

6 1230 828 27 344 461 48 689 632

7 2321 1087 28 201 542 49 26 120

8 202 745 29 891 899 50 10 113

9 380 537 30 367 1112 51 97 246

10 421 433 31 295 944 52 21 136

ll 310 360 32 553 1415 53 1745 233

12 613 1036 33 77 229 54 586 95

13 309 441 34 28 146 55 256 324

14 8 53 35 160 483 56 515 548

15 321 701 36 512 1221 57 2897 2150

16 329 548 37 433 1104 58 1025 659

17 935 1406 38 519 1027 59 880 636

18 122 502 39 729 1324 60 1044 1161

19 372 1005 40 596 799 61 623 336

20 583 958 41 657 1100 62 1025 626

21 307 520l 42 278l 658 63 397 170
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XYプロッターによる相関図 ･線形回帰直線作図法
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X HIO

rnEF OF CORRELRTrON ニ 0.87562

Y=0.56656 × - 1し1.630623

〔例 2〕 の 作 図 結 果
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4 むすぴ

〔例 1〕の相関図上に示されているように一方の変数が増加するに従い

他方の変数が減少する (線形)傾向をもつ場合においては両者は負の相関

関係にあるといい､ 〔例 2〕のように､一方が増加するに従い他方も増加

する (線形)傾向をもつ場合においては両者は正の相関関係にあるという

が､ 〔例 1〕と 〔例 2〕のいずれにも属さない場合においては両者には相

関関係がないという｡また (線形)傾向の強弱の度合は相関係数 (良)で

示される｡Rは-1と 1の範囲内にあり､Rの値が-1に近いほど負の相

関が強 く (〔例 1〕参照)､またRの値が 1に近いほど正の相関が強い｡

(〔例 2〕参照.)またRの値が0に近いほど線形関係は弱い｡

本稿で用いられた基本サブルーチン,SCATTおよびREGRESを利用す

ることによりXYプロッタ一に相関図を描かせ､現象そのものを直観的に

把握できる｡サブルーチンSCATTおよびREGRESはオブジェク ト･モジ

ュールとしてライブラリーに登録 しておけば将来のRese打Ch toolとして､

さらに学生のコンピュータ実習用として役立てられる｡次稿においてはこ

れを発展 させた回帰曲線･(Y-ao+a lX+a2x2十a3X3+ ･.･･+amXm､

但 しa爪は係数を示す)の作図法を論 じたい｡
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ⅩYプロッターによる相関図･線形回帰直線作図法

旺付 キ ヨ

プ ロ ッター ･サ ブル ーチ ン文法

PSPには基本サブルーチンが10種類 (PLOTS,RPLOTS,

PLOT,SYMBOL,SCALE,LINE,NUMBER,AXIS,

WHERE,FACTOR)とそれにオプショナル ･サブルーチ ン

のNEWPENがあるがここでは特に本稿で使用された基本サブ

ルーチン6種類 (PLOTS.PLOT,SYMBOL,SCALE,

NUMBER,AXIS)のみを説明することにした｡ (詳細な説

明については F'PANAFACOM･PSP文法書 (09SP-0170

-1)』 (富士通,1975)を参照された し｡)
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PSP基本サブルーチン

〔1〕PLOTS(PlotStart)ルーチン

1)機 能

PSPのオープン処理を行う｡このサブルーチ ンはプロッタの初期

設定をするものであるか ら他のすべてのPSP基本サブルーチンを呼

び出す前に必ず一回呼び出さなければならない.

2)呼び出し形式

CALL,PLOTS(IBUF､N)

3)パ ラメータの説明

(1) IBUF:整数の配列名でプロットするデータが格納される出力バ

ッファ領域を指定する｡

(2) N:出カバ ッフT領域の大きさを示 し､30くNく4095とするO

〔2〕PLOT(Plottlng)ルーチン

1)機 能

ペンを現在の位置から指定 した座標 (X､ Y)まで移動させたり､

線画､原点の再設定およびPSPの終了化処理を行う｡

2)呼び出し形式

CALL PLOT(X､Y､IPEN)

3)パ ラメータの説明

(1) X､Y :ペ ンの移動を終了させる点の座標 (単位 :センチ)0

(2) IPEN:ペンのアップ ･ダウンおよび原点変更を指定｡

-2 (ペ ンをダウンさせ､現在位置より座標 (X､Y)ま

で直線を描 く)0

-3(ペンをアップさせ､現在位置より座標 (X､Y)ま

でペンの位置を移動する )｡

- - 2(ペ ンをダウンさせ､現在位置より座標 (X､Y)
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XYプロッタ一による相関図･線形回帰直線作図法

まで直線を描いた後､座標 (X､Y)を原点に再設定す

る )0

- - 3 (ペンをアップさせ､現在位置より座標 (X､Y)

までペンの位置を移動 した後､座標 (X､Y)を原点に

再設定する )0

-999(ペンをアップさせ､現在位置より座標 (X､Y)

-ペ ンを移動 した後､PSPを終了化 し使用 した出カバ

･ソファ領域を解放する )0

〔3〕SYMBOL (P一otSymbol)ルーチン

1)機 能

文字又は文字列 (英数字 (標準記号)､特殊文字 (特殊記号､セン

ター ･シンボル))を描く｡

2)呼び出し形式

CALL SYMBOL(X､Y､HEIGHT､IBCD､THETA､N)
3)パ ラメータの説明

(1) X､Y :描き始める文字の原点座標 (単位 :センチ)0

(2) HEIGHT:文字の高さ (単位 :センチ)0

(3) IBCD :Nが正の場合､プロッタに描 く文字列の文字定数又は

文字列の格納されている変数名､配列名を示す｡

Nがゼロの場合､上記に加え､文字の整数コー ドを脂

定する｡

Nが負の場合､センター･シンボルに対応する軽数コー

ドを指定する (但 し0く IBCDく13)0

(4) THETA:文字又は文字列が+X方向となす角度 (単位 :皮)0

(5) N :整数型の定数または変数名で､プロットする文字の数および

モー ドを指定する｡

Nが正の場合は IBCDに格納されている文字数を示し,
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座標 (X､Y)に位置決めした後､文字列を描 く｡

Nがゼロの場合は IBCDの右寄りの 1文字又は整数コー

ドを示 し､座標 (X､Y)に位置決めした後 1文字を描く｡

Nが-1の場合は座標 (X､Y)に位置決めした後､整数

コー ドで示されるセンター ･シンボルを描 く｡

Nが-2の場合は座標 (X､Y)に線画 した後､整数 コー

ドで示されるセンター ･シンボルを描 く｡

〔4〕SCALE (ⅠねtaScaling)ル-チン

1)機 能

座標デ-タを軸の長さに収まるようにスケーリングしスケーリング

ファクター (初期値と単位長当りの増分)を求める｡

2)呼び出し形式

CALL SCALE(DARRAY､AXLEN､NPT､INC)

3)パ ラメータの説明

(1) DARRAY:座標データが格納されている一次元舶列を指定す

る｡

(2) AXLEN:座標軸の長さ (単位 :センチ)0

(3) NPT :データの個数｡

(4) INC:データの配列に格納されている座標 データの間隔とス

ケーリング ･モー ドを指定する｡

lINCI-1:連続 して格納されている｡

IJNCl-2:1個おきに格納されている｡

lINCl-∩:(∩-1)個おきに格納されている｡

INC>0の場合初期値はデータ配列中の最小値に近い値をと

り､単位長当りの増分は正となる｡

INC<0の場合データ配列中の最大値に近い値をとり､単位

長当りの増分は負となる｡なお初期値はDARRAY (NPT･
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XYプロッターによる相関図･線形回帰直線作図法

lINC l十 1)に､単位長当りの増分DARRAY (NPT･

lINC t+lINC L+1)に自動的に格納される｡

〔5〕NUMBER (P一otNumber)ルーチ ン

1)機 能

指定された座標に対 して位置決めした後､浮動小数点を10進数に変

換 して描 く｡

2)呼び出し形式

CALL NUMBER(X､Y､HEIGHT､FPN､THETA､N)
3)パ ラメータの説明

(1) X､Y :描き始める文字の原点座標 (単位 :セ ンチ)0

(2) HEIGHT :文字の高さ (単位 :センチ)0

(3) FPN :描きたい数値を変数名または定数で指定｡

(4) THETA:文字列と+X方向となす角度 (単位 :皮)0

(5) N:小数点以下何桁描 くかを指定する (-9≦N≦9)｡

N<-1:整数部分より､ IN l-1たけ切って描 く｡

N- - 1:整数部分のみ描 く｡

N-0 :整数部分と小数点を描 く｡

N>0:整数部分､小数点および小数点以下N桁描 く｡

〔6〕AX IS (PlotAxュs)ルーチン

1)機 能

指定された座標に対 して位置決め した後､座標軸を描 く｡

2)呼び出し形式

CALL AXⅠS(X､Y､ⅠBCD､N､AXLEN､THETA､

3)パ ラメータの説明

(1) X､Y :軸の始点座標 (単位 :センチ)0
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(2) IBCD:座標軸の名前を文字定数で指定する｡

(3) N :座標軸名の文字数およびモー ドを使定する｡

(4) AXLEN:座標軸の長さ (単位 :センチ)0

(5) THETA:座標軸が+X方向となす角皮 (単位 :皮)0

(6) FIRST :軸の初期値､SCALEルーチンで求めたDARRAY

(NPT･IINCl+1)を指定する｡

(7) DELTA:軸の目盛間 (1センチ)の増分 (単位当りの増分)､

SCALEルーチンで求めたDARRAY(NPT･

lINC 】+ IINC l+1)を指定する｡
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